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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、酵母（Sacchromyces cerevisiae）の細胞分裂周期制御タンパク質であるCdc 37と高い類似性を示す。このタンパク質は、細胞シグナル伝達において特異的な機能を持つ分子シャペロンである。CDK4、CDK6、SRC、RAF-1、MOK、eIF2αキナーゼなど、様々なタンパク質キナーゼやHsp90と複合体を形成することが示されており、Hsp90を標的キナーゼへ誘導する上で重要な役割を果たすと考えられている。[RefSeq提供、2008年7月],機能：多数のキナーゼに結合し、Hsp90複合体との相互作用を促進するコシャペロンとして、キナーゼの安定化と活性促進に寄与する。,PTM：UBE2Iによって恒常的にSUMO化される。,類似性：CDC37ファミリーに属する。,サブユニット：Hsp90と複合体を形成する。 AR、CDK4、CDK6、EIF2AK1、RB1と相互作用します。
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	CDC37抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CDC37抗体を用いたパラフィン包埋ヒト胎盤組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CDC37抗体を用いたMCF-7細胞およびCOS7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Cdc37ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	Cdc37ポリクローナル抗体を用いたMCF7細胞のウェスタンブロット解析

